
（別紙３）

～ R7年　２月　２５日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

～ R7年　２月　１０日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども一人ひとりの困り感を共有し、より良い支援ができる

ようにしていく。

2
様々な体験ができるように体験できる種類を多く予定してい

く。

3
スモールステップで少しずつ成長できるような活動プログラ

ムを考える。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
預かりニーズや保護者様の就業などを踏まえた上で保護者向

けのイベントが実施できるか検討していく。

2
より多くのご利用者様に訓練に参加していただけるように通

達をしていく。

3

○事業所名 SODATEキッズ小川町パーク

○保護者評価実施期間 R7年　１月　３１日

○保護者評価有効回答数

R7年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　２月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流や保護者間での交流の機会が少ない。
屋外活動で地域の方々との関わりを経験する場を設けている

が、保護者様向けのイベントは行っていない。

保護者様に避難訓練の実施予定の報告ができていない。 月間予定表に避難訓練の実施日の記入を行う。

手厚い支援体制
担当者を中心に子ども一人ひとりの支援に取り組んでいる。ま

た、職員全員で振り返りを行い、改善に繋げている。

室内だけでなく、社会性を育むために屋外活動に取り組んでい
る。

ご利用者様一人ひとりが参加できるように曜日ごとに屋外活動
のプログラムを設定している。

お子様の強みや弱みを理解した上での活動内容を提供してい
る。

一人ひとりの特性を理解した上でその子に合ったサービスを提
供している。

事業所における自己評価総括表公表
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